
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)54, 241-242(2001)

秋切リスプレーストックの良品生産のための摘心時期
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1 は じ め に

スプレーストックは従来,頂花の第 1花着色期,あ るい

は頂花の15輪が開花した時点で摘心するのがよいとされ

ている。秋田県においてはこの時期の摘心では花穂の上方

が開いた草姿となり,よ りよい草姿のためにはこれより早

い時期の摘心が必要であると考えられた。そこで,摘心時

期の違いがスプレーストックの草姿のバランス及び切花品

質に及ぼす影響を明らかにし,良品生産のための好適摘心

時期を検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所 秋田農試 無加温ビニールパイプハウス
(2)供試品種 シンフォニーホヮイト,シ ンフォニーラ

ベンダー,シ ンフォニーレッド,チ ェリー

カソレテット, アプリコットカフレテット,

ブルーカルテット

6)試 験 区 無摘心,出雷前 (出雷の 1週間前),出
曹期,頂花破雷期,頂花着色期

“

)試験規模 1区30個体,単区制
6)耕種概要
播  種 17月 26日
播種方法 :水稲用育苗箱に条播き

八重鑑別 ;8月 1日 ,4日

定  植 :8月 15日
栽植密度 :条間15m,株間15o,5条植え

施 肥 量 :基肥 (贈/a)N,P20s,K20 各15

3 試験結果及び考察

a)摘心時期の品種間差異
摘心は出苦前,出雷期,頂花破雷期の間でそれぞれ約 1

週間程度の開きがあり,シ ンフォニー系よリカルテット系

の方が 2～ 3日程度早かった。また,従来の摘心時期であ

る頂花着色期での摘心開始日は,頂花破薔期の摘心開始日

より4日遅い9月 30日 からであつた (表 1)。

(2 採花時期

採花盛期はカルテット系では10月 下旬から11月 上旬,シ

ンフォニー系は品種によって差があり,シ ンフォニーホワ

イト,シ ンフォニーラベンダーは10月 下旬から■月上旬 ,

シンフォニーレッドは11月中下旬であった。摘心時期の違

いによる開花期の早晩については一定の傾向は見られなかっ

た (表 2)。

6)切花品質
切花長はシンフォニー系では100～ 110en,カ ルテット系

では70～80cmであったが,いずれの品種でも出薔前の摘心

で最も短くなった。分枝数は出曹前で 5～ 6本と,他の区

より2本程度少なくなった。最大分枝長は無摘心で最も短

く,出曹前で最も長くなり,出雷期,頂花破薔期,頂花着

色期と摘心が遅くなるにつれて短くなる傾向が見られた。

初生分枝の発生位置は出曹前で最も低 く,切花の下から

1/3程度の位置となった。他の区では切花のはぼ中央から

の発生となったが,摘心が遅いほど高くなる傾向があった
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表 1 摘心時期の品種間差異
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表 2 摘心時期別の切花品質

品  種     摘心時期  採花盛期 切花長 分枝数  最 大   初生分枝   開張幅 切花重
分枝長  節位  高さ

(月 日) (cl)  (本)  (cm)  (節 )  (m)  (cm)  (g)
シンフォニー   無 摘  心  113  1137  76  352  391  571  260  1649
ラベンダー  出 雷  前  113  1009  59  541  316  379  266  1491

出 苦  期  11 3  1113  82  417  390  545  287  2111
頂 花破雷期  113 1151  81  403  406  590  271  1693
頂 花着色期  114 1072  80  358  408  576  250  1685

アプリコット   無 摘  心  1029  759  63  269  338  358  198  1305
カルテット  出 雷  前  1026  689  49  357  300  287  186  1323

出 雷  期  1026  η 0  73  287  314  329  187  1414
頂花破苦期  1028  723  79  291  360  351  223  16118
頂花着色期  1030  737  69  297  343  361  199  1392

注 切花調査は5輪開花時とした
開張幅 :花穂間の広がり幅

頂花着色期

図 1 摘心時期の違いがスプレーストックの草姿に及ぼす影響

(表 2)。 また,摘心時期の違いがスプレーストックの草

姿に及ぼす影響について模式化したものを図 1に示したが,

摘心が遅くなるはど花穂の上部が開き,摘心跡が目立つ草

姿となった。草姿として全体的に茎葉のパランスが良いと

思われるものは,シ ンフォニー系,カ ルテット系ともに出

薔期に摘心したものであり,分枝数が 7～ 8本程度で,初

生分枝発生の高さは切花長のほぼ中間の位置になり,分枝

長も30～40cnであった。ただし,カ ルテット系については

頂花破苦期の摘心でも出苦期の摘心に準じる切花が可能と

思われる。

4 ま

スプレーストックの摘心時期の違いは少なからず草姿に

影響を与えることが明らかとなった。摘心時期が早いほど

摘心位置は低くなり,分枝長は長くなった。摘心が遅 くな

ると花穂の上部が開いた草姿となった。

草姿として全体的に茎葉のバランスが良いと思われるも

のは,シ ンフォニー系,カ ルテット系ともに出奮期に摘心

したものであった。ただし,カ ルテット系については頂花

破雪期の摘心でも出奮期の摘心に準じる品質の良い切花が

収穫できるものと思われる。

出薔期出薔前

め
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